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資料１



自立支援医療費（精神通院）の支給認定状況
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その他の精神障害

てんかん

⼩児期および⻘年期に通常発症す
る行動および情緒の障害
心理的発達の障害

精神遅滞（知的障害）

成人のパーソナリティおよび行動
の障害
生理的障害および身体的要因に関
連した行動症候群
神経症性障害、ストレス関連障害
および身体表現性障害
気分（感情）障害

統合失調症、統合失調型障害およ
び妄想性障害
精神作用物質使用による精神およ
び行動の障害
症状性を含む器質性精神障害

・認定者数は年々増加傾向にあり、疾病分類別に見ると最も数の多い「気分（感情）障害」の認定者数が大きく増加し
ている。
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精神障害者保健福祉手帳所持者の状況

411 399 434 471 476 440 470 469 459 459 

2,068 2,333 2,552 2,758 3,005 2,985 2,931 3,083 3,174 3,337 

228 
302 

392 
497 

701 1,066 
1,451 

1,731 
2,101 

2,382 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

人

年度

１級 ２級 ３級

・手帳所持者数は年々増加傾向にあり、特に３級の所持者数が大幅に増加している。
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医療保護入院の状況
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・年度により増減があるが、H26年度以降はやや増加傾向にある。
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措置入院の状況（通報等の処理件数）
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診察の必要がないと認めたもの 法第２９条該当症状の者 法２９条該当症状でなかった者

・H27年度以降、通報届出数は200件前後で推移していたが、H30年度は140件に減少している。これは、H30年3月に、
厚労省から「措置入院の運用に関するガイドライン」が発出され、警察官通報の趣旨や、既に対象者が帰宅した後の
事後通報の取扱いなどについて一定の整理がなされた効果が出ているものと考えられる。

・また、ガイドライン発出後は「診察の必要がない」というケースが大きく減少している。
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措置入院の状況（被通報届出者の主病名）
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不明（単純酩酊・精神科疾患診断つかず等）

F9 ⼩児期および⻘年期に通常発症する行動および情緒の障害お
よび特定不能の精神障害（注意欠陥多動性障害・行動障害等）

F8 心理的発達の障害（広汎性発達障害・ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ障害等）

F7 精神遅滞（知的障害）

F6 成人の人格および行動の障害（パーソナリティ障害・性同一
性障害等）

F5 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群（摂食障
害等）

F4 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害（パ
ニック障害・不安神経症・強迫性障害等）

F3 気分（感情）障害（うつ病・躁うつ病等）

F2 統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害

F1 精神作用物質使用による精神および行動の障害（アルコール
性精神病等）

F0 症状性を含む器質性精神障害（アルツハイマー型認知症・脳
損傷等）

・F2の統合失調症・妄想性障害は一貫して大きな割合を占めており、また、近年はF3の気分（感情）障害、F8心理的発
達の障害が上昇傾向にある。
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岡山市の入院形態別在院患者数の推移（各年6月30日現在）

10 11 9 13 10 20 12 7 

1,517 1,572 1,540 1,464 1,485 1,431 1,460 1,430 

859 813 
756 

703 675 
639 638 626 

37 37 
36 

37 34 
36 35 31 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

人

年

その他の入院

任意入院

医療保護入院

措置入院

資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・岡山市として⻑期入院患者の地域移行等の取組を進めていることもあり、患者数の総数は減少傾向にある。

6



H30年6月30日現在の在院患者の入院形態別構成割合
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資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・岡山市は全国、岡山県と比べて医療保護入院者の割合が高い傾向にある。

7



岡山市の年齢階級別在院患者数の推移（各年6月30日現在）
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資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・65歳以上の高齢者が全体の約6割を占めており、少しずつではあるが高齢者の割合が高まりつつある。
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H30年6月30日現在の在院患者の年齢階級別構成割合
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資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・岡山市の65歳以上の高齢者の割合は全国とほぼ同様の傾向を示しており、岡山県が若干高い状況にある。
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岡山市の在院患者の疾病分類別構成割合の推移（各年6月30日現在）
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⼩児期及び⻘年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び
特定不能の精神障害(F9)
心理的発達の障害(F8)

精神遅滞〔知的障害〕(F7)

成人のパーソナリティ及び行動の障害(F6)

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群(F5)

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害(F4)

気分（感情）障害(F3)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害(F2)

アルコール､覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及
び行動の障害
覚せい剤による精神及び行動の障害

アルコール使用による精神及び行動の障害(F10)

上記以外の症状性を含む器質性精神障害(F02〜09)

血管性認知症(F01)

アルツハイマー病型認知症(F00)

資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・最も割合の高い疾病は「統合失調症」で、約50％を占めている。2番目が「アルツハイマー型認知症」、３番目が
「気分（感情）障害」となっている。

・年度ごとの構成割合に大きな変化はなく、ほぼ横ばいで推移している。
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H30年6月30日現在の在院患者の疾病分類別構成割合
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心理的発達の障害(F8)

精神遅滞〔知的障害〕(F7)

成人のパーソナリティ及び行動の障害(F6)

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群(F5)

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害(F4)

気分（感情）障害(F3)

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害(F2)

アルコール､覚せい剤を除く精神作用物質使用による精神及び
行動の障害
覚せい剤による精神及び行動の障害

アルコール使用による精神及び行動の障害(F10)

上記以外の症状性を含む器質性精神障害(F02〜09)

血管性認知症(F01)

アルツハイマー病型認知症(F00)

資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・全国と比較すると、「統合失調症」の割合が5%ほど低く、「アルツハイマー型認知症」が5%ほど高い状況にある。
要因としては、認知症病床数の多さ（岡山市は人口1人あたりの認知症病床数が指定都市の中で3番目に多い）が影響
しているものと考えられる。
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岡山市の在院期間別在院患者数の推移（各年6月30日現在）
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資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・１年以上の⻑期入院患者数が減少傾向にあり、H30年は1,149人となっており、H23年比で約21%減少している。
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H30年6月30日現在の在院患者の在院期間別構成割合
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資料：厚生労働省「精神保健福祉資料」より岡山市作成

・全国と比較すると、1年以上の⻑期入院患者の割合は、全国より6.4%低くなっている。
・⻑期入院患者数は、入院患者の地域移行が進んでいることを示す一つの指標であり、地域移行の取組が浸透してきて
いるものと考えられる。
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